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以下の問題についてその導出過程を含めて解答して下さい．関数電卓の使用は認めますが，スマ

ートフォンやタブレットに搭載されている電卓機能の利用は認めません．問題用紙，解答用紙には

必ず番号と名前を書いて下さい．試験後，解答用紙を回収します． 
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問題１ 

1，2 については に関する導関数（微分）を，3 については不定積分，4 については積分結果を数

値で答えよ． 

1． log 105 + 5 log( ) + 5 log(1 − )  

2．  ( ) 

 

3． ∫ exp( )  
 

4． ∫   

 

 

問題２ 

以下の行列及びベクトル A から E について，次の問いに答えよ． 

= 7 14 1 , = 3 −2−2 2 , = ， = , =  

 

1. 積 を求めよ． 

2. の転置行列 を求めよ． 

3. の行列式 det( )を求めよ． 

4. の逆行列 を求めよ． 

5. のトレース tr( )を求めよ． 

6. を で微分せよ．  

7. を で微分せよ． 

 

 

問題３ 

及び は確率変数であり，それぞれ等確率で{2, 4, 6, 8}のいずれかの値をとる． = + に

ついて，以下の問いに答えよ． 

1. のとり得る値をすべて示せ． 

2. の確率分布を示せ． 

3. の中央値( )を求めよ． 

4. 3 で求めた中央値について，Pr( > )を求めよ． 
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問題４ 

確率変数 は平均 ，分散 の正規分布 ( , )に従うとする．このとき，以下の値を求めよ．

なお，別添の標準正規分布表を用いてよい． 

1． Pr(  <  ) 

2． Pr(  >  − 1.96 ) 

3． Pr( − < < + ) 
4． 確率変数 が (50, 100)に従うとき，Pr(  <  60)を求めよ． 

 

 

問題５ 

ある病院ではインフルエンザ治療薬として A 薬を使用している．A 薬の有効確率を とする．いま，

この病院で A 薬を処方された患者をランダムに 人選び，有効例数を 人とする．各患者の有効性

の有無に関する結果は互いに独立とする．このとき，以下の問いに答えよ． 

1． 有効例数 が従う確率関数を示せ． 

2． 有効例数 の期待値を求めよ． 

3． 有効例数 の分散を求めよ． 

4． 有効例数 の分散が最も大きくなる を求めよ． 

5．  の最尤推定量を求めよ． 

6．  の最尤推定量の分散を求めよ． 
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問題６ 

6 組のデータが以下のように得られている．  

 
 1 1 2 2 3 3 

 0 2 3 3 4 6 

 
いま，線型モデル = +  を仮定し，最小二乗法を用いて回帰分析を行うことを考える．パラメ

ータベクトル = ( , ) の推定値は，計画行列 ，ベクトル を用いて，以下の式により求めること

ができる． 

 
= ( )  

 

=
⎣⎢
⎢⎢
⎢⎡
1 11 11 21 21 31 3⎦⎥

⎥⎥
⎥⎤ , =

⎣⎢
⎢⎢
⎢⎡
023346⎦⎥
⎥⎥
⎥⎤ , =

⎣⎢
⎢⎢
⎢⎡  

⎦⎥
⎥⎥
⎥⎤
 

 

以下の問いに答えよ． 

1.  を求めよ． 

2. 予測値 を求めよ． 
3. 以上の計算結果に基づき，以下の分散分析表の①～⑨を求めよ． 

 

  平方和 自由度 平均平方 F 値 

回帰 ①  ④ ⑦ ⑨ 

残差 ②  ⑤ ⑧   

全体 ③  ⑥     
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標準正規分布表 

 


